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２．業務効率を向上させるAI
３．スキル・対応力を拡張するAI

４．監査業務におけるAI活用の広がり
５．終わりに
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　気候変動や地政学リスクの増大などによって企業を取り巻く環境の不確実性が高まり、企業が向き合うリスク
や課題が複雑化する中、企業が開示する様々な情報の信頼性確保のため監査への期待が増している。AIはその期
待に応えるための有力なソリューションであり、監査の効率性および品質向上に効果を発揮する一方、限界や課
題もある。本稿では、会計監査におけるAIの活用事例を紹介しながら、AIの適用可能性や監査業務に携わる公認
会計士などの専門家人材に求められるケイパビリティについて考察を加えた。
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